
p. 1 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



p. 2 
 



p. 3 
 

トレーナー 部員 Ａ 

指導者 部員Ｂ 

             

（例）課外活動の場合 
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救急蘇生法 

一次救命処置 ファーストエイド 

心肺蘇生 気道異物除去 ＡＥＤ 

胸骨圧迫 人工呼吸  

                       図：市民が行う救急蘇生法 
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呼ぶ 
呼ばない 

呼吸をしていない 

判断に迷う 

出血している 

保温 

呼吸が回復 止血した 

1 周囲の安全確認 

 

2 負傷者を見て救急車を呼ぶか判断 

 

3 119 番通報・ＡＥＤ依頼                    

 

4 呼吸の確認 

 

 

 

5 ＣＰＲ開始  

 

6 人工呼吸  止血 

※技術と意思があれば 

 

 

7 ＡＥＤ装着  

 

8 救急隊に引き継ぐまで、 

または傷病者に普段通りの 

呼吸や目的のあるしぐさが 

認められるまで続ける 

 

安静にする  傷病者の寝かせ方 ⇒10、回復体位(p.7) 外傷の手当て

 

適切な応急処置をして

必要に応じて病院へ 

出血を確認 

呼

吸

は

正

常 

出

血

は

な

い 

 

 

ショック管理 

⇒1、緊急対応が必要な状況 
(ｐ.３) 

⇒７、AED の使い方
(ｐ.６) 

⇒6、胸骨圧迫 
(ｐ.５) 

⇒8、止血の方法 
(ｐ.６) 

⇒9、保温の方法 
(ｐ.７) 
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医務室スタッフを呼ぶ 
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1、周囲の安全確認 

必要時移動 

2、けいれんの有無 

発症時間の確認 

3、救急車を呼ぶか？ 

呼ぶべきケースの確認 
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